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第１回 那賀川総合土砂管理検討協議会の概要
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第１回 那賀川総合⼟砂管理検討協議会の開催報告
第１回 那賀川総合土砂管理検討協議会

■日時：平成２８年２月２６日（金） １０：００～１２：００
■場所：徳島グランヴィリオホテル １階 グランヴィリオホールC
■議事内容

（１）これまでの総合的な土砂管理の取り組み状況
（２）那賀川流砂系の現状について

①那賀川流砂系の状況
②各領域における土砂に関する課題とその対策内容
③流域関係者（関係団体）からの意見発表
・王子製紙株式会社 富岡工場 執行役員工場長 植村 彰彦
・那賀川南岸土地改良区 理事長 西岡 春幸

④質疑応答
（３）那賀川流砂系における総合的な土砂管理の取り組み方針
（４）関係機関の連携方針の確認
（５）第２回那賀川総合土砂管理検討協議会の予定について

■出席者：約70名
（うちマスコミ：NHK・四国放送・徳島新聞・読売新聞・毎日新聞・建通新聞）

機関名・所属・役職

国土交通省 四国地方整備局 河川部 河川調査官

国土交通省 四国地方整備局 那賀川河川事務所長

農林水産省 林野庁 四国森林管理局 徳島森林管理署 地域林政調整官

徳島県 農林水産部 水産振興課長

徳島県 農林水産部 農林水産基盤整備局 農業基盤課長

徳島県 農林水産部 農林水産基盤整備局 森林整備課長

徳島県 県土整備部 河川整備課長

徳島県 県土整備部 砂防防災課長

徳島県 県土整備部 運輸戦略局 運輸政策課長

徳島県 企業局 工務課長

阿南市 副市長 （代理出席）

那賀町 副町長

四国電力株式会社 電力輸送本部 水力部 土木グループリーダー

四国電力株式会社 徳島支店 電力部 土木建築課長

【会員】

【王子製紙】
下流の事業者にとって、

安定的な水量の確保は
操業のための必須条件
である。濁水が高いとき
には操業を止める。改造
事業において選択取水
設備も設置されるため期
待している。

【那賀川南岸土地改良区】
近年発生している渇水、水不足に

悩まされている。ごみ除去、泥上げ
等日常管理が大変である。対策とし
て、昔から使用されている井戸、ポ
ンプによる取水で対応しているが、
足りていない。耕作放棄地、休耕田
が増加している。逆に洪水により南
岸堰が破損した。昨年は負担金を
出して補修した。少しでも
ダムの堆砂除去を多く
お願いしたい。バケツ一杯
でも水を確保してほしい。

【赤松会長】
総合土砂管理の計画策定

にあたり技術的な課題が多
数あると認識している。技術
会議については委員の選定
を進めたい。長安口ダム貯
水池機能保全技術会議の学
識者に引き続き参加いただこ
うと考えている。第2回総合
土砂管理委員会で
協議できるように
準備したい。
（杉本会員の質問
に対する回答）

《主な意見等》
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那賀川流砂系における総合土砂管理の取り組み方針

■流砂系の現状と課題に対応した取り組み方針

海岸侵食の進行

■川口ダム上流

河床低下、粗粒化・露
岩化、土砂還元後は急

激な河床上昇

土砂動態の現状

大規模土砂災害の発生

土砂
生産域

ダム域

河道域

海岸域

活発な土砂生産・流出

ダム堆砂の進行
(長安口ダム・小見野々ダム)

堆砂除去の実施

砂防事業・治山事業
の実施

現状の対策 課題点

対象範囲が広く、対策
が長期間が必要

対象範囲が広く、継続
的な事業実施が必要

現状の対策では、貯水
池機能保全に不十分

であり緊急な対策強化
が必要

土砂還元による
土砂供給の実施

現在進行中の変化に
対する、治水面・河川
利用面・環境面への

配慮が必要

海岸侵食対策事業
海岸侵食事業の完成
土砂供給量の回復

当面の取り組み

砂防事業、治山事業の継続

長安口ダムの恒久的な堆砂対策
小見野々ダムの堆砂対策機能強化

治水面・河川利用面・環境面の機
能を維持しつつ土砂動態を改善
するための方策の確立

海岸侵食事業の継続
海岸域土砂動態の把握

（現在の対策の継続）

（新たな対策への取り組み）

（現在進行中の課題への取り組み）

（現在の対策の継続、 将来の課題への調査）

■川口ダム下流

局所洗掘、局所土砂堆
積、澪筋固定化、樹林
化、粗粒化、露岩化

堤防整備、局所洗掘
対策、樹林伐採、河道
掘削、地震津波対策

土砂生産域での対策の早期実施
は困難であるため、当面はダム
域で対応
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那賀川流砂系における総合的な⼟砂管理の取組 連携⽅針
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那賀川流砂系における総合的な⼟砂管理の取組 連携⽅針
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那賀川流砂系における総合的な⼟砂管理の取組 連携⽅針
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２．総合土砂管理計画の策定に向けた討の進め方
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総合土砂管理計画の策定に向けての検討の進め方

第１回那賀川総合土砂管理検討協議会
【H28.2.26】

• 重点課題の共有
• 連携方針の合意

那賀川総合土砂管理技術検討会（仮称）
・流砂系・漂砂系の土砂動態の実態
・基本理念の検討
・土砂管理目標の検討

・那賀川の健全な土砂環境を目指した具体的
な方策及びその対策効果の検証

・その他、総合土砂管理計画の策定に必要な
事項

長安口ダム貯水池機能保全技術会議
• ダム領域から下流河道域を検討対象とし

た技術会議
• 恒久的な堆砂対策の実施内容
• 堆砂除去土砂の下流河川還元の影響程

度

・山地・山麓部での土砂災害の発生・荒廃山地からの土砂流出による河床上昇
・活発な土砂生産により、長安口ダム・小見野々ダムでは堆砂が進行して有効貯水容量が減少
・ダム等による土砂供給の遮断による水みちの固定化、アーマコート化
・ダム等による土砂流下の遮断・砂利採取等による河床低下・海岸侵食等

新たに学識者と専門家により検討・助言の場を設置

那賀川流砂系・漂砂系の現状

情報共有

第２回那賀川総合土砂管理検討協議会
【H28.8.23】

・流砂系・漂砂系における「目指すべき姿（案）」
について協議

・技術検討会（仮称）設立・委員選定

那賀川総合土砂管理検討協議会
・総合土砂管理計画基本方針の策定
・流砂系・漂砂系の全体モニタリング計画の策定

那賀川総合土砂管理計画基本方針 策定

審議を要請

審議結果を
答申

平成27年度

平成28年度

ダム域の対策検討に着手流砂系全体における総合的な土砂管理の検討に着手
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３．那賀川流砂系・漂砂系における現状について
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①那賀川流砂系・漂砂系における現状
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那賀川流砂系・漂砂系における現状

■流砂系・漂砂系の現状と要因分析における着目点
土砂動態の現状

土砂生産域

ダム域
【長安口ダム】
【小見野々ダム】
【川口ダム】

河道域
【上流域※】

海岸域

要因分析における
着目点

・対象範囲が広く、継続的な事業実施
が必要

現状の対策

・現在進行中の
変化に対する、
治水面・河川利
用面・環境面へ
の影響把握と対
応策が必要
【全域共通】

・河床における
砂・礫分の不足
【中流域】

・土砂供給量の減少
・海岸保全施設の完成

・ダム堆砂の進行
【長安口ダム・小見野々ダム】

・土砂還元による河床上昇
【長安口ダム下流】

・河床低下、露岩化、礫河原の減少
・魚類の生息環境の劣化

・土砂供給量の減少
・海岸侵食対策事業の実施

・大規模土砂災害の発生
・活発な土砂生産・流出

・土砂還元による堆砂の進行で今後ダ
ム機能が低下の可能性
【川口ダム】

【中流域※】

【下流域※】 ・魚類の生息環境の劣化
・河道の二極化
（河道内の土砂堆積と河床低下）

・低水路の
固定化・深掘れ
【下流域】

・河床の上昇
【ダム上流】

・砂防事業の実施
・治山事業の実施

・堆砂除去の実施

・土砂還元による土砂供
給の実施
・モニタリングの実施

・海岸侵食対策事業

※上流域は川口ダムより上流、中流域は川口ダム下流から十八女大橋、下流域は十八女大橋から河口までの間を意味する

・未満砂だが、近年堆砂速度が上
昇傾向 【川口ダム】

・貯水池機能の保全のために対策強化
が必要
【長安口ダム・小見野々ダム】

・現状は対策の必要なし

・河道掘削

対策(事業)の目的
（ 現状の課題 ）

・土砂災害から家屋等を保全
・山地災害等による被害の防止

・ダム機能の保全
【長安口ダム・ 小見野々ダム】

・流下能力の確保
【ダム上流】

・ダム下流河川環境の改善
【長安口ダム下流】

・海岸侵食の防止

・現状は課題なし
【川口ダム】

・堤防整備等・流下能力の確保

・樹林伐採

・河川施設の保全 （二極化対策）

・河道掘削

・局所洗掘対策

・流下能力の確保（二極化対策）

・流下能力の確保（河床上昇対策）
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土砂生産域

・大規模土砂災害の発生
・活発な土砂生産・流出

・対策範囲が広いことか
ら、土砂災害対策および
森林機能保全を目的とし
た事業の継続的な実施が
必要

・土砂流出抑制対策の実
施には長期間が必要とな
り、緊急的な実施は困難

■土砂生産域

土砂動態の現状 要因分析における
着目点

崩壊箇所（加州、平成16年）

坂州木頭川

崩壊箇所
（大用地、平成16年）

崩壊箇所
（阿津江、平成16年）

・砂防事業（土石流対策）
・治山事業（森林機能強化、地すべり防止事業）

那賀川流域の砂防施設

現状の対策

土石流対策（阿津江）

・土砂災害から家屋
等を保全
・山地災害等による
被害の防止

対策(事業)の目的
（現状の課題）

那賀川流砂系・漂砂系における現状

【出典】国土交通省国土地理院数値地図
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■ダム域

・長安口ダム改造事業による
堆砂対策

（陸上掘削・ダンプ運搬・土砂還元）

・小見野々ダムにおける堆砂除去
（陸上掘削・ダンプ運搬・骨材利用・山地処理）

長安口ダム改造事業における
堆砂掘削状況（平谷箇所）

・ダム堆砂の進行

堆砂状況（十二社箇所）

要因分析における
着目点

堆砂状況（助地区）
小見野々ダムにおける
陸上掘削状況（助地区）

小見野々ダムにおける
山地処理状況

・ダム機能の保全

・長安口ダム・小見野々ダ
ムでは、陸上掘削の対策
可能範囲、ダンプ運搬コ
スト及び運搬経路の制約、
山地処理場の確保等から
対策量の増加が困難であ
ることから、 貯水池機能

の保全のために対策強化が
必要

・川口ダムでは、土砂還元
による堆砂の進行で今後、
ダム機能が低下する可能性

土砂動態の現状

対策(事業)の目的
（現状の課題）

ダム域
（長安口ダム、小見野々ダム、川口ダム ）

現状の対策

那賀川流砂系・漂砂系における現状

【出典】国土交通省国土地理院数値地図
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河道域
（上流域）

ダム上流

ダム下流

【ダム上流】
・流出土砂による河床上昇

【全河川域共通】
・現在進行中の変化に対する、
治水面・河川利用面・環境面へ
の影響把握と対応策が必要

■河道域（上流域）

H21.1月撮影

H26.12月撮影

河床環境の変化

現状の対策

・長安口ダム改造事業による土砂還元【ダム下流】

置土の設置（小計箇所）

河床の上昇（出原橋下流）

【ダム下流】

・ダム下流河川環
境の改善

・河床掘削による流下能力の確保【ダム上流】

河床掘削（出原橋下流）

【ダム上流】
・流下能力の確保

【ダム下流】
・土砂還元による河床上昇

H19.10撮影

H26.10撮影

淵が埋没

小計橋下流における淵の埋没（60.48k）

要因分析における
着目点

土砂動態の現状

対策(事業)の目的
（現状の課題）

那賀川流砂系・漂砂系における現状

【出典】国土交通省国土地理院数値地図
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河道域
（中流域）

【中流域】
・河床低下、露岩化、礫河原の減少
・魚類の生息環境の劣化

【下流域】
・魚類の生息環境の劣化
・河道の二極化

【全河川域共通】
・現在進行中の変化に対する、
治水面・河川利用面・環境面へ
の影響把握と対応策が必要

【中流域】
・河床における砂分礫分の不足

【下流域】
・低水路の固定化・深掘れ

■河道域（中流域・下流域）
河道域
（下流域）

H21.1月撮影

H26.12月撮影

河床環境の変化

現状の対策

・堤防整備等の実施
（徳島県管理区間 和食地区他)

・堤防整備等の計画・実施
（直轄管理区間 持井・加茂地区)

・樹木伐採、内水氾濫対策、局所洗掘対策、
河道の掘削、堤防漏水対策等

樹木伐採状況（楠根） 堤防整備

局所洗掘対策

樹林化の傾向

河道の掘削状況

局所洗掘の発生

河床低下、露岩化、礫河原の減少
（丹生谷橋下流）

・流下能力の確保
・河川施設の保全

要因分析における
着目点土砂動態の現状

対策(事業)の目的
（現状の課題）

那賀川流砂系・漂砂系における現状

【出典】国土交通省国土地理院数値地図
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・土砂供給量の減少
・海岸保全施設の完成
・土砂還元による土砂供給対策では、海岸域へ土砂が供給されるには長期間がかかる。

■海岸域

・土砂供給量の減少
・海岸侵食対策事業の実施

現在の海岸

現状の対策

・海岸侵食対策事業
（大型突堤、養浜工、緩傾斜護岸工等）

緩傾斜護岸工 大規模突堤

昔の海岸

海岸域

那賀川左岸海岸

今津・坂野海岸

・海岸侵食の防止

中島港海岸

富岡港海岸

要因分析における着目点

土砂動態の現状

対策(事業)の目的
（現状の課題）

那賀川流砂系・漂砂系における現状

【出典】国土交通省国土地理院数値地図

【出典】徳島県県土整備部河川整備課所管写真集

【出典】国土交通省国土地理院-16-



５．那賀川流砂系・漂砂系の
土砂管理シナリオイメージについて
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那賀川流砂系全体の土砂管理シナリオ（イメージ）

土砂

長安口ダム

川口ダム

維持掘削

海岸域

ダム機能確保

土砂生産域
砂

砂

流出土砂の抑制

小見野々ダム

維持掘削
（砂の場合：海岸へ移動）

維持掘削

有効利用

土砂

土砂還元

項 目 土砂管理シナリオの方向性

土
砂
管
理
シ
ナ
リ
オ
（
イ
メ
ー
ジ
）

基本理念 ・流砂系・漂砂系で一貫した土砂の連続性を確保しつつ、地域の活性化と豊かな水辺環境の創出

土砂管理のポイント

①土砂の連続性の確保 ②治水・利水機能の確保 ③水辺環境の保全 ④砂浜の再生
⑤土砂資源の有効利用

土砂管理の進め方

【土砂生産域】 ・砂防施設や健全な森林の維持・増進により、土砂流出を抑制する。

【ダム域】 ・堆積土砂を除去し、ダム機能を長期的に保全するとともに土砂の有効利用を検討する。
長安口ダム ： 土砂還元を実施、 小見野々ダム ： 土砂還元の指向
川口ダム ： ダム機能確保の方策を検討

【河道域】 ・治水安全度の確保、利水施設機能の保全、河川環境の保全に必要な土砂管理を検討する。
・土砂の有効利用を検討する。

【海岸域】 ・関係機関と連携し、土砂還元によって砂浜の再生を検討する。

砂浜の再生

有効利用

土砂

■土砂管理シナリオ（イメージ）

土砂還元の指向
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６．土砂管理目標（目指すべき姿）について
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土
砂
管
理
対
策
の
評
価

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
の
検
討

関
係
機
関
の
連
携
合
意

目
指
す
べ
き
姿
（総
合
土
砂
管
理
の
基
本
理
念
）の
合
意

土
砂
管
理
目
標
と
土
砂
管
理
指
標
の
検
討

土
砂
管
理
対
策
の
検
討

総
合
土
砂
管
理
計
画
の
策
定

土
砂
管
理
対
策
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

那賀川流砂系における総合土砂管理計画策定の流れ

見
直
し

総合土砂管理基本方針で示す事項
・ 各領域における技術的課題
・ 技術的課題の解決方針、課題解決
に向けたアプローチの方法

・ 今後必要な調査の項目と実施方法

土砂動態の把握および予測精度向上
・ 河道および川口ダム貯水池の微地
形・粒径・水理特性等を調査

・ 土砂収支および土砂移動に影響を及
ぼす要因を検討

・ 調査・検討結果をもとに、土砂動態の
予測精度を向上

将来の土砂動態変化および治水・河川利用・環
境面への影響を予測した上で、数値目標を設定
し、対策方法・モニタリング計画を検討

総合土砂管理計画で示す事項
・各領域における土砂管理の数値目標

・数値目標達成のための対策方針と実
施方法の確認・調整

・対策による効果と影響を把握するため
のモニタリング方針と実施方法

・総合土砂管理計画に
基づく対策の実施

・モニタリングの実施と
評価をもとに、土砂管
理対策の段階的実施
や見直しを行い、順応
的な管理を実施

那賀川総合土砂管理基本方針

平成27年度 平成28年度 平成29年度～平成32年度 平成33年度以降

土
砂
管
理
対
策
の
検
討
（
概
略
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
の
検
討
（
概
略
）
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追立ダム

長安口ダム

川口ダム

那

賀
川

目指すべき姿（案）：砂浜の再生

目指すべき姿（案）：人々が水辺に近づきやすい礫河原

那賀川流砂系・漂砂系における目指すべき姿のイメージ

目指すべき姿（案）：魚類等が豊かに生
息・生育・繁殖できる河川環境

長安口ダムより、
下流が必要とする

量を給砂

目指すべき姿（案）：瀬や淵が存在する河川環境

小見野々ダム 子供も泳ぎながらアユを獲った（昭和元年頃）

礫河原付近には流れの緩やかな浅場が存在していた

長安口ダム下流において、
長安口ダムの土砂還元に
よって下流河川には砂礫が
堆積し、平瀬や淵が形成さ
れ始めている

今津・坂野海岸には砂浜が広がっていた

目指すべき姿（案）：健全な森林の維持・増進

森林の多面的機能の発現に努めている

【出典】S４５今津坂野海岸調査報告書より 【出典】徳島県県土整備部河川整備課所管写真集より

【出典】80年のあしあと 鷲敷町

【出典】農林水産省 徳島森林管理署HPより

【出典】80年のあしあと 鷲敷町
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那賀川流砂系における総合土砂管理の目指すべき姿（案）の抽出

■流砂系の現状と着目点に対応した目指すべき姿（案）

土砂動態の現状 目指すべき姿（案）

土砂生産域

ダム域
【長安口ダム】
【小見野々ダム】
【川口ダム】

河道域
【上流域※】

海岸域

・対象範囲が広く、継続的な事業実施
が必要

・現在進行中の変化に対する、治水
面・河川利用面・環境面への影響把握
と対応策が必要
【全域共通】

・河床における砂分礫分の不足
【中流域】

・土砂供給量の減少
・海岸侵食施設の完成

・ダム堆砂の進行
【長安口ダム・小見野々ダム】

・土砂還元による河床上昇
【長安口ダム下流】

・河床低下、露岩化、礫河原の減
少
・魚類の生息環境の劣化

・土砂供給量の減少
・海岸侵食対策事業の実施

・大規模土砂災害の発生
・活発な土砂生産・流出

・土砂還元による堆砂の進行で今後ダ
ム機能が低下の可能性【川口ダム】

【中流域※】

【下流域※】 ・魚類の生息環境の劣化
・河道の二極化
（河道内の土砂堆積と河床低下）

・低水路の固定化・深掘れ
【下流域】

・河床の上昇
【ダム上流】

※上流域は川口ダムより上流、中流域は川口ダム下流から十八女大橋、下流域は十八女大橋から河口までの間を意味する

・未満砂だが、近年堆砂速度が
上昇傾向 【川口ダム】

・貯水池機能の保全のために対策強
化が必要
【長安口ダム・小見野々ダム】

●土石流等から人家や公共施設等を守ることで急激な土砂流出
を防止

●健全な森林の維持・増進と森林機能の回復

●流域の安全を確保するための治水機能の長期的な保全

●流域の発展に寄与するための利水機能の長期的な保全

●ダム下流域に寄与する継続的な土砂還元

●治水安全度を確保した土砂の安全な流下

●治水・利水施設の機能保全と土砂還元による管理負担の軽減

●河川環境の保全と土砂還元による水産資源の増進

・瀬や淵が存在する河川環境

・人々が水辺に近づきやすい礫河原

・魚類等が豊かに生息・生育・繁殖できる河川環境

●今津・坂野海岸の砂浜の再生

・健全で豊かな沿岸生態系

・潮干狩りや地引き網漁等の海浜利用

・海岸保全施設の防護機能の確保

要因分析における
着目点
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那賀川流砂系・漂砂系における目指すべき姿のイメージ

 土石流等から人家や公共施設等を守ることで急激な土砂流出を防止

 健全な森林の維持・増進と森林機能の回復

【土砂生産域】

山 腹 崩 壊 対 策

砂防堰堤工
谷止工
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那賀川流砂系・漂砂系における目指すべき姿のイメージ

【ダム域】

 流域の安全を確保するための治水機能の長期的な保全

 流域の発展に寄与するための利水機能の長期的な保全

 ダム下流域に寄与する継続的な土砂還元

■ダム下流域に寄与する継続的な土砂還元 ■流域の安全を確保するための治水機能の長期的な保全

有効利用
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那賀川流砂系・漂砂系における目指すべき姿のイメージ

【河道域】  治水安全度を確保した土砂の安全な流下

 治水・利水施設の機能保全と土砂還元による管理負担の軽減

 河川環境の保全と土砂還元による水産資源の増進

・瀬や淵が存在する河川環境

・人々が水辺に近づきやすい礫河原

・魚類等が豊かに生息・生育・繁殖できる河川環境

■礫河原での水辺利用（イメージ）

■魚類等が豊かに生息・生育・繁殖できる河川環境

■瀬淵が存在する河川環境

■河川環境の保全と土砂還元による
水産資源の増進

ウグイの群れ

アユの群れ

那賀川
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那賀川流砂系・漂砂系における目指すべき姿のイメージ

【海岸域】

 今津・坂野海岸の砂浜の再生

・健全で豊かな沿岸生態系

・潮干狩りや地引き網漁等の海浜利用

・海岸保全施設の防護機能の確保

波浪や津波に強い海岸

海浜利用（地引き網）

和田島町の渚の夏祭り（出典：小松島市ＨＰ）
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